
公益財団法人ふくい産業支援センター 

平成２９年度  事 業 報 告 

概 要 
 

我が国経済が緩やかな回復を続ける中で、当センターでは平成２７年４月に福井県が改

訂した「福井経済新戦略」にもとづき、県内企業の新分野進出等を促進する中核的支援機

関として県や他の機関等と連携を図りながら、新しい取り組みに意欲的にチャレンジする

企業を積極的に支援しました。 
 

国の委託事業により事業承継支援を担う関係機関のネットワークを構築し、各機関と連

携しながら、事業承継診断の実施やニーズの掘り起こし、課題解決のための支援機関の連

携等を図り、本県で行う事業承継支援の促進を図りました。 
 

創業予定者を対象にビジネスプラン策定等に関する少人数のワークショップを新規に開

催したほか、女性創業相談窓口での相談対応や創業マネージャーによる伴走型の支援によ

り、創業の後押しと事業化までの支援を行い、起業・創業の促進を図りました。また、ピ

ッチイベントの開催によりビジネスパートナー獲得や資金調達を支援しました。 
 

大手食品卸売企業や近畿各府県の企業等との商談会の開催や、こだわりの食品を集めた

バイヤー向けＷＥＢサイト等を通じて、特徴ある県内企業の商品・技術の県外への販路開

拓や受注獲得を支援しました。 
 

ふくいの逸品創造ファンドによる地域産業資源を活用した新商品開発や販路開拓に対す

る助成の他、ふるさと企業育成ファンドによる新分野展開への取り組みや、地域に親しま

れている老舗企業の店舗改装等に対して費用の一部を助成しました。 
 

本県に高機能新素材やライフサイエンス産業の一大拠点を形成するため設立された「ふ

くいオープンイノベーション推進機構」で行う産学官金の共同研究を、県等と連携して積

極的に支援・実施すると共に、産業技術総合研究所等との共同研究に向けた可能性試験調

査研究等の実施をとおして、新たな成長産業分野への技術開発を支援しました。 
 

サンドーム福井に整備された「福井ものづくりキャンパス」において、ものづくり企業、

職人、デザイナー、学生など幅広い層を対象に講座・教室等を開催するなど、地場産業や

伝統工芸品等を中心とした売れる商品づくりを支援しました。 
 

中小企業産業大学校において、これまでの体系的な集合研修の開催に加え、県内ものづ

くり企業の業務改善等を現場で指導する人材を育てる「福井ものづくり改善インストラク

タースクール」を継続して開講し、インストラクター派遣に向けた人材育成を行いました。

また、今年度よりスクールで養成したインストラクターを県内企業に派遣し、具体的な生

産改善活動を支援しました。 
 



事業報告 

 

経営相談、創業・経営革新支援、経営情報の収集・提供に関する事業 

【公益目的事業１】（２９７，６２８，７８３円） 
 

中小企業等が抱えるさまざまな経営課題に対して、各分野の専門家の適切な助言や施

策あっせん、創業間もない企業や新商品開発・新事業展開に取り組む企業への事業計画

作成支援・課題解決への助言および取組みの推進、中小企業のＩＴ活用の促進、企業経

営に役立つ地域経済・産業および中小企業動向等に関する情報提供を行いました。 

 

（１）経営相談サポート（６，５０９，５９５円） 

①総合相談 

企業経営に関する幅広い知識と財務や技術等の専門的なノウハウを持つ中小企業

診断士が総合相談窓口において、職員と連携しながら創業、経営革新、ＩＴ活用等

の相談に対して適切な助言を行いました。 

○相談実績 １,４０４件  うち女性経営者からの相談 ２１３件 

《主な相談内容》 

①融資・補助金に関する相談（３３％） 

②経営指導に関する相談  （２６％） 

③経営革新に関する相談  （ ７％） 

④情報提供に関する相談  （ ６％） 

⑤新規創業に関する相談  （ ４％） 

⑥販路開拓に関する相談  （ ４％） 

 

②創業・新事業展開ワンストップ相談会 

創業者や経営革新等に取り組む中小企業者等が抱える悩みに応えるため、当該分

野の専門家を交えた相談会を各地で開催し、適切なアドバイスを行いました。 

○相談会開催回数 １５回  相談実績 ７８件 

 

（２）○拡嶺南サテライトオフィス設置（４，３８６，１５２円） 

平成２９年４月にアクアトム（敦賀市）２階にサテライトオフィスを移転し、専

門家による各種の相談対応や職員の地域企業等の巡回等を通じて経営相談対応や起

業・創業等のサポートを行いました。 

○嶺南企業訪問数 ９６７社  施策活用実績 ７２３件（２８６社） 
 

（３）○拡専門家派遣（１０，１６７，３６０円）  

   ①専門家派遣 

創業を目指す起業家や中小企業者等が抱えている技術開発、商品開発、マーケテ



ィング、情報化等、様々な経営課題を解決するため、それぞれの分野に精通した知

識や経験を有する専門家を相談者の事業所に派遣（上限１０回）し、課題解決のた

めの適切な指導・助言を行いました。 

○派遣先企業数 ２８社  派遣回数 ２３１回 

 

②○新専門家派遣（サービス産業グループ支援） 

小売業、サービス業の創業予定者や中小企業等が５社以上のグループで取り組む

付加価値向上等の課題を解決するため、それぞれの分野に精通した知識や経験を有

する専門家をグループに派遣（上限２０回）し、課題解決のための適切な指導・助

言を実施しました。 

○専門家派遣数 ２グループ  派遣回数 ４０回 

 

      ※参考［類似事業］：中小企業・小規模事業者ビジネス創造等支援（近畿経済

産業局ミラサポ専門家派遣）での専門家派遣（無料、原則１企業３回まで） 

派遣先企業数６０社 派遣回数１５４回（デザイン５社/１５回・ＩＴ１社/３回含む） 

 

（４）よろず支援拠点［経済産業省委託］（４２，８２０，９１１円） 

中小企業・小規模企業者の経営支援体制をさらに強化するために国が設置した本

県の「よろず支援拠点」として、よろず支援コーディネーター等と共に総合的先進

的経営アドバイスや、的確な支援機関・支援施策等の紹介等をワンストップで行い

ました。 

    《チーフコーディネーター》１名 《コーディネーター》８名 

○相談実績 ２，１７７件 

 

（５）高度化事業診断・指導（７３９，４２２円） 

①高度化事業診断受託 

県が実施する中小企業高度化事業について、集団化診断、共同施設診断等の診断

や事後助言業務を受託しました。 

○診断件数 ６件 
 

②高度化資金貸付先指導受託 

県の高度化資金貸付先に対して、経営状況の把握や経営指導を行う業務を受託し

ました。 

○指導件数 ４件 

 

（６）○新事業承継ネットワーク構築（５，７５８，４１９円）（中小企業庁委託事業） 

福井県と共同で事業承継支援を担う４７機関のネットワークを構築し、各機関と



連携しながら、事業承継診断の実施やニーズの掘り起こし、課題解決のための支援

機関の連携等を図りました。 

 ○連携会議の開催      ２回（７／１９［キックオフ］、１２／２２） 

○事業承継診断の実施  ８０１件 

 ○アンケート調査の実施 

○セミナー・勉強会の開催  ３回  参加者 ２８２名 

（企業向け２回、構成機関向け１回） 

 ○福井県版事業承継マニュアルの作成 

 ○事業承継ネットワークポータルサイト・メーリングリストでの情報提供 

 

（７）Ｅビジネス・キャリアアップ支援（３，１８８，６０３円） 

県内中小企業等のインターネットを活用した商品・サービスの販路拡大の支援を

強化するため、ＷＥＢサイトの構築やマーケティングなどネット通販・取引に関す

る情報提供や、支援施策の紹介・あっせん等を一元的に行う「ネット通販・取引支

援センター」を運営しました。 

また、これからネット通販に関心を持つ県内の学生、女性を対象に、ネット通販

に関する知識とノウハウを習得するワークショップを実施するとともに、参加者と

県内ネット通販事業経営者との交流会を開催することで県内Ｅビジネス人材の強化

を図りました。 

○ネット通販取引支援センターの運営 

・来訪者数   １，８８７人   資料貸出利用件数 ２，１０１件 

・相談対応件数   ２２１件 

○ネット通販の運営スキル習得ワークショップと交流会の開催 

 ・開催回数 年１０回  延べ参加者数 １３４人 

 

（８）ＩｏＴ推進支援（ － ） 

    ＩｏＴの導入・活用に関する相談対応や情報提供などを行う福井県ＩｏＴ推進ラ

ボを、国や県と連携をはかりながら運営し、県内企業のＩｏＴ活用に関する相談対

応や情報提供、モデルプランづくり等を支援しました。 

○ＩｏＴのビジネス活用に関する相談対応 １７件 

 

（９）福井県産業情報センター運営（１２０，９８０，７４０円） 

①産業情報センター施設運営 

県からの指定を受け、福井県産業情報センターの各施設・設備の貸出業務や

維持管理等の運営業務を行います。小割化した入居施設やコワーキング（*）スペ

ース、マルチメディアサポートセンターに整備した４Ｋカメラや編集機器、イ

ンターネット配信機器等の最新映像機器を有効に活用しＩＴベンチャーが利用



しやすい環境を提供して、情報化に関連した創業者の育成、情報産業振興の拠

点施設として利用促進を図りました。 
 
※フリーランスの方や起業家などが事務所スペース、会議室、打ち合わせスペースなどを
共有しながら独立した仕事を行う新しいワークスタイルです。 

 
 

＜施設の入居および貸出件数＞ 

○インキュベートルーム、共同研究室、技術開発室の入居件数 ３２９件 

○マルチホール、会議室等の施設貸出件数     ７７４件 

○マルチメディア制作コーナーの施設貸出件数   １１３件 

○コワーキングスペース利用者数       ２，９０４人 

○嶺南支所パソコン実習室の施設貸出件数      １８件 
 
 

②情報化人材育成   

県内の情報化人材の育成・確保を図り、中小企業等の情報化を支援するため、

日常業務に役立つ実践的な研修やインターネット販売等の電子商取引（ＥＣ）、

ＩｏＴやビッグデータ分析などの各種研修を産業情報センターおよび情報セン

ター嶺南支所で実施しました。 

○ＩＴコース ６１講座（８２回）  受講者数 １，０２０人 

 

（１０）ＩＴセミナー（１，１７６，７５９円） 

インターネットの業務活用を目指す県内の中小企業やＩＴ関連の事業者等を支援

するために、ネット販売に関する実践的なノウハウ、Ｗｅｂ制作者向けの最新ノウ

ハウ、ＩｏＴ、ＡＩやＶＲ/ＡＲといった最新動向に関するセミナーを行うとともに、

セミナー参加企業間の情報交換やビジネスマッチングを目的とした交流会や最新の

ＩＴ技術を活用したアプリ開発合宿を行いました。 

○ＩＴ活用販路拡大セミナー・交流会         １回 受講者数 １０１人 

○ＩＴ技術活用セミナー・交流会           ３回 受講者数 １５０人 

○ご当地アプリ開発合宿               ２回 受講者数  ５４人 

○地元ＩＴ企業と中小企業等のビジネスマッチング交流会 １回 共同出展   ７社 

 

（１１）学生ソフトコンペティション（５６１，５１７円）  

学生対象のソフトウェアコンペティションを実施しました。アプリケーション作

品などを公募・審査し、次世代を担う IT 技術者の発掘・育成を図りました。 

○大賞１点、部門賞２点、福井県ＩＴ産業団体連合会会長賞１点、 

協賛企業賞 １３点、奨励賞２点、チャレンジ賞１点 

 

（１２）経営安定アフターフォロー（９２９，５３２円） 

創業間もない企業や経営革新計画の承認を受けた企業などが事業を遂行する上で



抱える経営上の悩みや問題を早期に把握し、それら課題の解決を図るため、コーデ

ィネータとセンター職員が、相談者の事業所を訪問して指導・助言を行いました。 

○訪問企業数   ５０社（経営革新４３、専門家派遣７) 

 

（１３）○拡  支援センター見える化強化（６，５９９，１３５円） 

情報誌やホームページ、イベント開催等を通じて、当センター事業や成果のほか、

企業経営や産業に関する情報を広く発信しました。 

①情報誌「Ｆ-ＡＣＴ」 

最新の経済トピックスをテーマとした特集や、経営、マーケティングに役立つ

連載、新事業に取り組む県内企業インタビューなど、県内企業に役立つ情報を掲

載した情報誌を隔月で発行しました。 

○年６回（偶数月発行）  発行部数 ３，９００部／回 

 

②インターネットによる情報提供 

当センターホームページをより利用しやすくリニューアルするほか、ＳＮＳを

積極的に活用して、企業に役立つ情報をタイムリーに発信しました。 

 

③○新メディア向け合同プレゼンテーション会 

当センター事業を活用した企業を対象に、事前にプレゼン指導等を行い、メデ

ィア向けに新商品や新しい取り組みを発表するプレゼンテーション会を開催しま

した。また、企業のプレゼンテーションの様子を当センターのホームページでＬ

ＩＶＥ配信するほか、いつでも閲覧できるようにすることで、企業のＰＲを支援

しました。 

○開催回数 ２回  参加企業数 １０社  参加メディア数 延べ９社 

 

④○新  情報センターを会場としたイベント 

kumando ウィークとして、ソフトパークふくい(協)と連携し、情報化をテーマ

とした基調講演やワークショップ、セミナー等を情報センタービルにて集中的に

実施しました。 

○基調講演 １回  参加者数 １３６名 

○ワークショップ ２回  参加者数 ５４名 

（参考）他の事業によるセミナー等 ８回  参加者数 ３５７名 

 

⑤冊子やパネルによる広報 

支援成果を紹介するパネル展の開催や、パンフレット、活用事例集、中小

企業施策ハンドブック等を作成・配布して事業の周知に努めました。  

  



（１４）ふくいナビ等機器管理（８，５０３，９９２円） 

「福井県産業情報ネットワーク」（愛称：「ふくいナビ」）の機器管理およびホーム

ページやメールマガジンの運営を行い、中小企業支援機関における情報の共有化を

推進しました。 

〇メールマガジン「ふくいナビ情報」講読者数 １，９５５人（２９年度末現在） 

 

（１５）○拡  ふくい創業者育成プロジェクト（８，１５６，４７５円） 

創業者向けのセミナーの開催や相談・助言を行うことにより、女性や若者、Ｕ・

Ｉターン希望者などの創業への取り組みを支援しました。 
 

①ふくい創業者育成体制整備 

（ア）創業マネージャー設置 

創業から事業化までを伴走型で支援する創業マネージャーを３名配置し、

産業情報センターコワーキングスペースを拠点として創業者等への相談対応

を行いました。 

  ◯相談実績 ３９３件 

 

（イ）福井ビズカフェ 

創業セミナー・交流会「福井ビズカフェ」を開催し、創業に関する情報の

提供や創業意識の醸成、創業希望者の発掘を行いました。 

◯開催回数 ５回  参加者数 １３５名 

 

（ウ）○新  創業塾 

創業間もない起業者を対象に、少人数制のワークショップにより、講師の

アドバイスをとおしてビジネスをブラッシュアップするための実践型セミナ

ー「ふくい創業ゼミ」を開催しました。 

◯開催回数 １回（４回シリーズ）  参加者数 ８名 

 

②ふくい女性創業チャレンジ支援 

（ア）女性創業窓口設置 

  ふくい女性活躍支援センター（運営：（公財）ふくい女性財団）内に、創業

を希望する女性に対する相談窓口を定期的に設置し、創業に関する課題に対

して助言を行いました。 

  ◯相談件数 ６６件 
 

（イ）女性向け創業セミナー 

女性の先輩起業家をメンターとして、ライフスタイルを「起業」に活かす

プチ起業などの創業意識の醸成を図りました。また、自社の商品をＰＲする



ためのプレスリリースの方法についてノウハウを習得するワークショップを

実施しました。 

◯開催回数 ５回  参加者数 １１０名 

 

（ウ）○新  女性向け創業塾 

創業の意思はあるものの詳細な事業内容にまで詰めていけない女性を対象

に、少人数制のワークショップ型勉強会「女性創業チャレンジ塾」を開催し

ました。 

◯開催回数 １回（５回シリーズ）  参加者数 １０名 

 

③○新  ピッチイベント 

     成長発展志向の起業家によるビジネスパートナーの獲得や資金調達を目的とし

たビジネス・プレゼンテーション・イベント（ピッチイベント）である「福井ベ

ンチャーピッチ」を開催し、県内ベンチャーの成長と新事業進出の促進を支援し

ました。また、その事前セミナーとして、ＩＰＯを目指すスタートアップ企業を

対象に資本政策の知識を習得するためのセミナーを開催しました。 

◯福井ベンチャーピッチ 

開催回数 ２回  登壇企業数 １０社  聴講者 ２２０名 

◯スタートアップ勉強会 

開催回数 ２回  参加者数 ２４名 

 

（１６）起業・創業促進［独立行政法人中小企業基盤整備機構委託］（２２０，７７２円） 

創業補助金を取り扱う福井県の地域事務局として、既に採択を受けて創業や第二

創業に取り組んでいる中小企業等へのフォローアップ等を行いました。 

 

（１７）経営革新等計画サポート（ － ） 

①経営革新計画作成支援 

中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新について、中小企業診断士の資格を

持つセンター職員が、ヒアリングや現地訪問を通じて計画書作成に関する助言等を

行いました。 

○経営革新承認件数 ２３件 

 

②新連携事業計画作成支援 

中小企業新事業活動促進法に基づく新連携について、中小企業基盤整備機構北陸

支部と連携し、申請方法や計画書作成に関する助言等を行いました。 

 

 



販路開拓支援に関する事業【公益目的事業２】（７３，６５３，５０４円） 

県内中小企業が必要とする発注情報を収集・提供し、受注の安定および自社開発製品・

技術等の国内外への販路開拓を支援しました。 

 

（１）ふくいフード販路開拓支援（１，３２０，０５７円） 

県外への販路開拓を希望する食品関連業者を対象に、ＷＥＢサイト等を活用した

商品情報の提供や食品バイヤーとの個別取引マッチングなどを行いました。 

また、高品質スーパー等の仕入れ担当者との商談会の開催や食品商社が主催する

プライベート展示会への出展支援など、取引マッチングの機会を提供しました。 

①食品バイヤー向けＷＥＢサイト「バイヤーのための福食市」の運営 

○登録企業数 ８９社 （掲載商品累計２５６品） 

 

②取引マッチング支援 

○商談会の開催   １回 

○展示会の出展支援 ５回 

○商談会やＷｅｂサイトでの取引マッチング件数 ４０５件 

 

（２）取引マッチング（３，４３６，５９９円） 

①受発注情報等収集提供 

（ア）取引あっせん業務 

○受発注企業の新規登録数 ７４社  取引あっせん紹介 ３６２件 

 

（イ）県内受注企業の情報収集・提供 

インターネットを活用して県内企業の製品や保有技術を情報発信し、県内外

の企業との取引マッチングのサポートを行いました。 

また、県内企業の販路拡大を図るため、県外で開催される展示会および金融

機関が開催する展示会に出展し、福井県のものづくり企業の保有技術や製品を

紹介するとともに取引マッチングを行いました。 

○ビジネスマッチングステーション（（公財）全国中小企業取引振興協会の

マッチングサイト）への新規登録数 ３社 

（県内登録企業総数 ２５８社） 

○その他金融機関等が開催する展示会 

しんきんビジネスフェア 北陸ビジネス街道 2017 

 

（ウ）発注企業開拓調査 

県内中小企業の受注機会の増大と取引の広域化を図るため、県外の発注企業

における生産ならびに外注企業利用の現状と今後の計画等を調査しました。 

 



（エ）合同広域商談会の開催 

近畿６府県、四国４県および鳥取県の計１１府県の支援センターと（公財）

全国中小企業取引振興協会が連携し、合同商談会を開催しました。 

○近畿・四国合同広域商談会（京都） 

   参加受注企業４１５社 うち本県企業 ６社  商談件数 ３３件 

 

（オ）その他 

近畿経済産業局の販路マッチングナビゲート事業や中小企業基盤整備機構の

販路開拓コーディネート事業等の紹介を行いました。 

 

（３）下請かけこみ寺［(公財)全国中小企業取引振興協会委託］（５６２，４９６円）  

下請取引の適正化を推進するため、｢下請かけこみ寺｣において、専門家による相

談対応や紛争解決の支援を行いました。 

①相談業務 

中小企業の取引に関する相談窓口「下請かけこみ寺」を設置し、専門家が対応し

ました。また、下請取引上で発生した苦情やトラブルについて、登録弁護士が無料

で相談に応じました。 

○相談件数    ６８件 

○無料弁護士相談 １９件 

 

②裁判外紛争解決（ＡＤＲ）業務 

中小企業者が抱える下請取引等に関するトラブルを、裁判外紛争解決（ＡＤＲ）

手続きにより調停を実施し、迅速な解決を図るため、県内企業に対して制度の紹介

など普及啓発を行いました。 

 

③移動相談会等の開催 

中小企業者の取引に関する相談について、登録弁護士が出向き「移動相談会」を

開催しました。 

○開催回数 ９回  相談件数 ５件 

 

（４）取引情報提供（２，２４１，１７９円） 

県内外の優良企業からの発注情報を広く収集し、県内企業に対して適時適切な情報

提供を行い、受注機会の増大に努めました。 

 

（５）海外事務所運営管理（３１，７１９，７５３円） 

福井県が中国に開設している上海事務所の運営管理を行いました。 

 



（６）ふくい貿易促進機構運営（１５，３０８，２５１円） 

アジア市場における県内企業の販路拡大を促進するために県と経済界等が設立した

「ふくい貿易促進機構」において、県とともに機構の活動拠点である「ふくい上海ビ

ジネスサポートセンター」、「ふくいバンコクビジネスサポートセンター」および「ふ

くい貿易促進プラザ」の管理運営等を行いました。 

 

○ふくい上海ビジネスサポートセンター   相談件数  ６８４件 

○ふくいバンコクビジネスサポートセンター 相談件数  ９５２件 

○ふくい貿易促進プラザ（福井商工会議所内）相談件数  １３３件 

○上海日本酒バイヤー招聘による個別商談会 訪問企業    ７社 

○FOOD TAIPEI２０１７＠台湾        参加企業 県内 ２社 

○FOOD EXPO２０１７＠香港         参加企業 県内 ７社 

○ものづくり商談会＠バンコク２０１７      参加企業 県内 ２社 

○日中ものづくり商談会＠上海２０１７    参加企業 県内 ７社 

○伝産品・工芸品バイヤー招聘による商談会 参加企業 県内１７社 

○食文化提案会・商談会（香港、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）  参加企業   ２３社 

○台湾販路開拓プロモーション              参加企業    ７社 

○ものづくり商談会＠ハノイ２０１８     参加企業 県内 ２社 

○タイ眼鏡バイヤー招聘による個別商談会  訪問企業    ８社 

 

（７）○新  福井ふるさとエコノミー推進（１５６，５１０円） 

地元企業間の取引を活発化させ、県内でお金とモノを循環させる福井ふるさと

エコノミーを推進するため、ビジネスマッチング交流会等を開催しました。 
 

○支援機関等の営業人材ネットワークの構築 

  営業人材ネットワーク参加者 ３１名 （※Ｈ30 年 3 月末現在） 
 

○経済若手４団体（※）会員を対象としたビジネスマッチング交流会  １回 

  参加者 ７９名 

   ※県商工会議所青年部連合会、県商工会青年部連合会、県中小企業団体中央会、 

日本青年会議所北信越地区福井ブロック協議会  会員数 延べ約 2,200 名 

 

 

資金支援に関する事業【公益目的事業３】（６４５，３３２，１８０円） 

地域資源を活用した商品開発や経営の多角化等に対する資金支援、必要な設備の割賦

販売またはリース等を行いました。 

 

（１）ふくいの逸品創造ファンド（２６６，８４１，３１７円） 

①ブラッシュアップ支援 



企業の地域資源を活用した事業展開を促進するために、意識啓発セミナーの開催、

個別の事業計画磨きなおしを行いました。また、助成した商品の販路開拓を支援す

るため、スーパーマーケット・トレードショー２０１8（会場：幕張メッセ）への出

展支援を行いました。 

○セミナー開催 １回  受講者数 ４３人 

○スーパーマーケット・トレードショー2018出展 

  出展企業 ６社  来場者数 ８８，１２１人（主催者発表） 

 

さらに、本県の地域資源である眼鏡や繊維などを活用して開発・製造したウェア

ラブルデバイスおよび素材等を、首都圏で開催される展示会へ共同出展し、技術開

発および販路開拓のためのマッチングを支援しました。加えて、県内企業の「Ｉｏ

Ｔ」「ウェアラブルコンピュータ」分野へのビジネス展開の支援を目的として、本分

野に関して第一線で活躍する専門家を講師に招いた勉強会を開催しました。 

◯ウェアラブルＥＸＰＯ2018共同出展 

 出展企業 ８社  来場者数 １５，７６３人（主催者発表） 

◯ＩｏＴ＆ウェアラブル関連端末勉強会  ６回  受講者数 ２３５人 

 

②創業支援 

    創業者が行う地域の需要や雇用を創出する取り組みに対して、起業・創業に必要

な店舗等の賃料やマーケティング調査、広報等の経費の一部を助成しました。（助成

率２／３以内 助成限度額２００万円） 

     ○対象者  県内で新たに創業する者または創業して５年以内の者 

     ○採択者数 １８件  交付決定額 ３０，３５３千円 
 

③企業等への助成 

地域資源を活用した創意工夫ある取り組みを幅広く支援するため、ふくいの逸品

創造ファンドの運用益で助成を行いました。 

○対象 

・恐竜ブランドを活用して行う新商品の開発、販路開拓 

・スポーツ、医療関連分野への展開を図るために行う新商品の開発、販路開拓 

・おもてなし産業への展開を図るために行う新たな土産品の開発、販路開拓 

      ・地域資源（福井の強み）を活用した新商品の開発、販路開拓 

・各産地の企業が連携し、新商品の開発等に係るモデル的取り組み（繊維・

眼鏡・伝統工芸品・農商工・小規模企業） 

○新規採択事業数 ２８件  交付決定額 ６２，２５８千円 

 

 



（２）ふるさと企業育成ファンド（１１１，１１１，５５７円） 

①新分野展開スタートアップ支援 

県内中小企業の元気再生につなげるため、ふるさと企業育成ファンドの運用益で、

新分野展開を行う中小企業者が、既存事業の経営資源を活用した経営の多角化等に

対して助成しました。（助成率２/３ 助成限度額１，０００万円） 

○新規採択事業数 １１件  交付決定額 ７９，９９５千円 

 

②ものづくり人材育成修学資金貸付支援 

ふるさと企業育成ファンドの運用益で、ものづくり企業（県内に本社を有する製

造業または情報系サービス業）に就職を希望する県内外の理工系大学院生（修士課

程・博士課程）に対して、修学資金を貸与しました。 

○貸与決定学生数 ２０名  貸与.額 ２３，０４０千円（月６万円／人） 

※修了後、７年間継続勤務すれば全額免除 

 

（３）ふくいの老舗企業チャレンジ応援（５９，９９７，１５４円） 

地域に親しまれている老舗企業に対し、事業継続に必要な店舗改装等の取組みに

かかる経費の一部を助成しました。（助成率２／３ 助成限度額３００万円） 

○対象事業 創業から３０年以上を経過し、商工会・商工会議所と連携して事

業計画を策定する小規模事業者に対し、店舗改装等の経費を助成 

○採択事業数 ２６件  交付決定額 ５９，９５０千円 

 

（４）来住者ＩＴ創業支援（４００，０００円） 

本県に不足する専門的技術者のＵ・Ｉターンを促進するため、県外から移住し情

報関連分野等で開業する者を対象に創業経費の一部を助成しました。 

○対象者 県産業情報センター創業者支援オフィスに入居または創業マネ

ージャーへ相談し開業する県外からの移住者 

       ○交付件数 ２件  交付決定額 ４００千円 

 

（５）設備貸与（１８５，９７１，９２４円） 

小規模事業者等の創業および経営基盤の強化に必要な設備の割賦販売またはリー

スを行いました。また、利用企業に対して状況調査および民間診断員、支援センタ

ー職員による巡回指導などを実施しました。 

 

［事業実施状況］ 

○貸与・リース実績  ５件  ８４ ,３７０千円  

［債権管理状況］ 

○正常債権の状況  

年度末残額   ３５６百万円（割賦 302百万円、リース 54百万円） 



○未収債権の状況  

年度当初未収債権額 ２４．９百万円 （ ５件） 

年度内増加額       ０百万円 （ ０件） 

年度内減少額     ６．１百万円 （ ５件） 

年度末残高     １８．７百万円 （ ４件） 

［利用状況調査および巡回指導事業の実施状況］ 

○利用状況調査  ３１件   巡回指導の実施  ３１社  

 

（６）資金管理（９０，０００円） 

創造的企業高度化間接投資事業の債権管理事務を行いました。 

 

 

技術開発・デザイン振興に関する事業 

【公益目的事業４】（３４１，０４４，４８９円） 
 

未来の県内産業を支える企業のモノづくりのための技術開発、新技術の研究開発、国

や他機関の公募型の受託事業および補助事業を活用した産学官の緊密な連携・交流、商

品企画やデザイン開発力の向上のためデザイナーの派遣や研修、大都市圏で活躍するバ

イヤー等による商品求評会などを通じて、技術開発・商品開発の促進、経営基盤の強化

等を総合的に支援しました。 

 

（１）ふくいブランドものづくり推進 

①ふくい産業技術広報（８７３，６８０円）  

技術情報を掲載した機関誌「テクノふくい」の発行や、大学や公設試の技術シー

ズ展示等を実施しました。 

○機関誌発行  ２回   発行部数５００部／回  

○展示会出展  （北陸技術交流テクノフェアなど）  
 

②ふくい新技術・新工法展示商談会（３，４１２，１９０円） 

県外大手企業等が要求する技術ニーズや製品等と県内企業の技術シーズや製品と

のマッチングを図るため、福井県自動車部品製造協会と共同で全国規模の自動車産

業関連の展示商談会に出展しました。 

《H29.10.4～6 第 20 回関西機械要素技術展（会場：インテックス大阪）》 

 出展企業・機関数 ６社  商談件数 ６５件 

 

③技術研究開発マンパワー育成（５２３，０６４円） 

将来の技術研究開発を担う人材を育成するため、繊維分野における優秀な県内技

術者・研究者３名を表彰しました。また、若手技術者・研究者の海外展示会での先



端技術の発表に対して助成しました。 

○表彰   繊維技術功績賞      ３名  

○助成   次世代技術国際発信支援  １件  

 

④オープンイノベーション推進部運営（３，６５８，５４９円） 

産学官連携の推進を図るための事務を行いました。 

 

（２）産学官連携・交流 

①産業技術コーディネート（７９７，６１０円） 

先進施設等の調査を行い、また企業の技術者とともに大学研究室訪問を実施する

など、技術ニーズと研究シーズのマッチングのためにコーディネート活動を行いま

した。 

○ＩＲ交流会の開催   １２５回 

○研究会支援  ４件  

 （福井県繊維技術協会、福井県異業種交流推進協議会、  

  ふくい宇宙産業創出研究会、福井しあわせ健康産業協議会）  

○産業技術振興先進地調査  

 多摩川精機㈱の航空宇宙産業に関する取り組みや販路開拓について調査  

    参加者：１８名（企業：１１、銀行：１、大学：２、県等：４） 

 

②産総研等連携推進（１，８７０，２２０円） 

産業技術総合研究所（産総研）福井サイトのイノベーション・コー

ディネータと連携して産総研のシーズと県内企業のニーズのマッチン

グを行いました。  

また、産総研との共同研究に向けた可能性試験調査研究（ＦＳ）を

支援しました。  

○マッチングイベントの開催          ３回  

○産総研連携研究支援（可能性試験調査研究）  ２件  

 

③研究開発創出・補完研究開発支援（４８１，９１０円） 

当センターがこれまでに推進してきた産学官共同研究プロジェクトの成果を活用

し、実用化を目指して研究開発していく企業の補完研究を支援しました。 

その他、冊子「産学官共同研究プロジェクト」を作成・配布しました。 

 

（３）広域的連携技術研究開発 

①戦略的基盤技術高度化支援［経済産業省補助］（１２３，９３８，５２８円） 

中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律に基づく技術分野の向上に



つながる研究開発からその試作までの取り組みを支援しました。 

［研究テーマ］ 

Ａ 転移性骨腫瘍患者向けカスタムメイド人工骨幹製造技術の確立 

  Ｂ 特殊側面発光糸を製織できるジャカード織物製造システム、および癒し 

と安全の機能を提供可能な次世代自動車内装材用織物の研究開発 

Ｃ Ti50Ni 合金の組織緻密化による細径収縮／高耐久性／高自己拡張型ステ

ントの開発 

Ｄ プレス式水冷システムを用いた双晶組織形成制御による 

      高音質なシンバル用高錫濃度ブロンズ合金の開発 

［研究期間］ 

  Ａ 平成２９年度～平成３１年度（３年間） 

  Ｂ 平成２９年度～平成３１年度（３年間） 

  Ｃ 平成２８年度～平成３０年度（３年間） 

  Ｄ 平成２７年度～平成２９年度（３年間） 

 

②北陸ライフサイエンスクラスター支援［文部科学省補助事業］ 

富山県、石川県、福井県の北陸３県が一体となり、北陸地域において「健やか

な少子高齢化社会の構築をリードするライフサイエンスクラスター」の形成を目

指した予防や診断、治療分野における取り組みについて、当センターは、総合調

整機関である一般財団法人北陸産業活性化センターのブランチとして、地域連携

コーディネータの環境整備や、情報提供等を行いました。 

［研究テーマ］ 

○地域イノベーション戦略支援プログラム (国際競争力強化地域 ) 

｢健やかな少子高齢化社会の構築をリードする北陸ライフサイエ

ンスクラスタ―｣の形成  

［研究期間］  平成２５年度～平成２９年度（５年間） 

 

③研究成果展開（スーパークラスタープログラム）［独立行政法人科学技術振興機構受託］

（７６，１４５，８９０円）  

京都地域および愛知地域の「コアクラスター」の「サテライトクラスター」とな

って、戦略テーマである『クリーン低環境負担社会実現ネットワークの構築』を実

現する「スーパークラスター」を形成するため、当センターが代表機関となり、研

究参加機関の研究開発を支援しました。 

［研究テーマ］ 

Ａ 分散型ロードレべリング実現・実証に向けた福井地域基盤産業技術統合

化クラスター 

Ｂ GaN系半導体のパワーデバイス応用に関する研究開発 



［研究期間］  Ａ・Ｂ 平成２５年度～平成２９年度（５年間） 

 

④中小企業等外国出願支援（６，５１４，９６０円） 

知的財産を活用して、海外へ事業を展開展開しようとする中小企業に対して、戦

略的な国際特許等出願の支援を行いました。 

○支援企業数 ６社 ９件 

 

⑤北陸産地繊維産業力集結事業（１１，４５４，５９７円） 

［企業連携体による新商品開発・販路開拓活動支援（助成事業）］ 

北陸合繊産地において、福井県、石川県の企業が固有の技術・ノウハウをもとに

県域を越えた連携の下に行う新商品開発・販路開拓を支援しました。 

  （助成率 ２／３ 助成限度額１，０００万円） 

［助成事業］ 

Ａ 雨衣（ポンチョ等）及び関連商品の開発・販路開拓事業 

Ｂ 洗濯性に優れた宿泊施設向け高付加価値ニットウエアの開発・安定生

産・販路拡大 

Ｃ ウエアラブル商品用の導電性繊維センサー及び繊維ケーブルの開発事業 

Ｄ スポーツ及びインナー用途向けの強撚編物生地の開発と大手スポーツ・

肌着メーカー等への販路開拓事業 

 

⑥地域中核企業創出・支援（経済産業省委託事業）（１，９６２，８６２円） 

小型人工衛星の設計・製造技術の習得を支援するため、県内外の大学や研究機関

等から講師を招いて、セミナーや研修会、先進企業調査を実施しました。 

○セミナー開催  (２回) 

    ○ワーキンググループ  (３回) 

    ○実地研修会  (２回) 

○先進企業調査  (１０企業) 

 

⑦地域イノベーション・エコシステム形成プログラム［文部科学省補助事業］ 

（２，４５０，４４５円）  

福井大学産学官連携本部およびふくいオープンイノベーション推進機構と連携し、

福井大学が有する光の制御技術をコアとした超小型光学エンジンの用途展開、事業

化を推進するための支援を行いました。 

○ふくい光学エンジン研究会の設立および開催 ２回 

○各種展示会等調査 

○可能性試験委託 ２件 

 



⑧研究開発フォローアップ（４７，０１６，２５８円） 

戦略的基盤技術高度化支援等の受託事業について、事後のフォローアップ等を行

いました。 

 

（４）受託研究・共同研究（１０，１８７，９５７円） 

県内ものづくり企業等の技術・製品の成長分野への進出を促進するため、県外企業

等から研究に要する経費を受入れ、オープンイノベーション推進機構をとおして、受

託研究や共同研究を実施しました。 

 

（５）技術情報化推進（９１２，１４３円） 

福井県工業技術センターの技術開発成果等をインターネットや小冊子で広く周知す

る事業を福井県から受託して行いました。 

 

（６）デザイン情報提供（４５２，７２９円） 

①デザイン情報の収集・発信 

さまざまなデザイン情報を収集し、インターネットや情報誌などを用いて、県内

企業やデザイナーに情報を配信しました。 

 

②デザイナーバンクの整備 

県内デザイナーを活動別に分類・登録し、企業等に紹介しました。 

○登録公開デザイナー数  １４４名 

 

③デザイン指導相談 

繊維、伝統工芸、食品加工分野等の企業が抱えるデザインに関する課題に対して、

職員が相談および指導を実施しました。 

○指導相談件数  １０８０件 

 

④職員の派遣(審査員、委員、講師等)  

福井広告賞、国体ユニフォーム作製業者選定等に審査員として、また福井染色研

究会等の講師として職員を派遣し、デザイン啓発支援を行いました。 

 ○派遣件数 １６件 

 

（７）○新デザインラウンジ交流（６５８，０１１円） 

県内産業のデザイン力および市場への販路開拓力の向上を目的に、福井ものづく

りキャンパス施設等を活用した展示企画や、大都市圏での展示商談会への支援およ

びデザイン講習会を実施しました。 

○県内企画（実施回数：６回） 会場：サンドーム福井 多目的ホール 



○その他展示サポート（実施回数：４回） 

○県外企画 「ニューフクイ」企画展   会場：松屋銀座 

参加企業 ９社 

○セミナー 「販路開拓に関する講演会」 会場：サンドーム福井  

      参加企業 １０社 

 

（８）福井ものづくりキャンパス教室運営（４，８９５，９０１円） 

    福井ものづくりキャンパスを、ものづくり産業の振興や人材育成の拠点として活用 

   するために、ものづくり企業、職人、デザイナー、学生など幅広い層を対象に講座・ 

     教室等を開催しました。 

   ○講座・教室 [会場]福井ものづくりキャンパス 多目的ホール、ワークルーム等 

・大人のクラフト教室 ６回 参加者数 １１３名 

    ・キッズ体験隊  ３回 参加者数 親子８３組 

    ・クラフトマルシェ ２回 出展企業 １８社  参加者数 ８，１１８名 

    ・デザイン基礎コース（６日間） 参加者数 ３０名 

    ・デザインラボ  ２回 参加者数 ５，３３１名 

    ・空飛ぶものづくり文庫 

○広報関係 

福井ものづくりキャンパスの講座・教室等をラジオ、インターネット、ＳＮＳ等を 

活用して広報しました。 

 

（９）産業デザインプロデュース（２，７２５，９４５円） 

①デザイナー派遣 

商品企画、デザイン開発、販路開拓等、企業の要請に応じ、県内の専門デザイナ

ーを派遣し、具体的な指導を行いました。 

○デザイナー派遣企業数 ６社  派遣回数 ３０回 

 

※参考［類似事業］：中小企業・小規模事業者ビジネス創造等支援（近畿経済

産業局 ミラサポ専門家派遣） 

派遣先企業数 ５社  派遣回数 １５回 
 

②産地ブランディング支援 

団体、企業グループを対象に、市場動向、商品企画、デザイン評価等共通する課

題に対し、第一線で活躍しているデザイナー等の指導によるカウンセリングを行い

ました。 

○グループカウンセリング  ８グループ（１１回） 

 

（１０）福井デザインアカデミー（４，７１３，０００円） 

県内中小企業の経営者や商品開発担当者に対して、デザインマネジメントや 



商品開発手法、デザインプロモーション戦略等に関する研修を実施しました。

また、社会のニーズに沿ったテーマ性のあるデザイン企画展示および、著名デ

ザイナー等による講演会を実施し、デザイン開発事例を具体的に紹介しました。 

○デザインセッション  受講者数 ２５０名 

  (展示来場者数 １２,０００人)  

○ブランディング＆商品開発講座  受講者数 ２０名 

 

（１１）国体商品企画トータルサポート（８４９,８９１円） 

  県内企業から提案のあった、福井国体を契機として販路拡大効果が見込まれるも  

 のや将来にわたって販売増が見込まれる商品開発に対し、専門家を派遣し企画のブ 

 ラッシュアップ、マーケティング手法に対するアドバイスを行いました。 

○デザイナー等専門家の派遣 ５社  派遣回数 ２０回 

 

 

人材育成に関する事業【公益目的事業５】（１１７，７９５，０８２円） 

企業等の経営者、管理者および技術者等の育成と能力向上を図るための研修を実施し

ました。 

                 

（１）人材育成《集合研修》（５，１６０，７１９円） 

多様な企業のニーズに応じた研修テーマを設定して、集合研修を実施しました。 

○コーチングやマーケティングなどの講座  １２講座 受講者数 ２７９人 

 

（２）福井県中小企業産業大学校運営（５４，５０６，９４５円） 

①中小企業産業大学校施設運営 

指定管理者として、県内中小企業における研修や会議等に必要な経営者や従業員

の経営管理または技術に関する研修等に必要な施設・設備の提供や、維持管理等の

運営業務を行いました。 

○施設貸出件数  ２，０４６件 
 

②経営・技術人材育成 

中小企業の経営者、管理者および技術者等の育成と能力向上を図るための研修を

実施しました。 

○新社会人研修や現場改善などに関する研修 ２０講座  受講者数 ４７７人 

○眼鏡およびその他の専門分野の 

生産技術に関する研修    ４講座  受講者数  ７７人 

○産業学院連携実務講座          ２講座  受講者数  ４２人 

○公開講座                ２講座  受講者数 １６８人 

 



③学びなおし支援 

      中小企業産業大学校に、「学びなおしサポートセンター」を設置し、働きながら大学で

学ぶなどスキルアップを目指す従業員の学びなおしを支援しました。 

○大学等の講座情報の収集および提供 

○自主学習支援ブースの設置  利用人数 １２００名 

○通信制大学の入学説明会等の誘致 

入学説明会（合同入学説明会 １回 ３０大学参加、科目試験等 １２回） 

社会人の「学びなおし展」 来場者 １８５名 

○キャリアアップに関する相談実施 

相談件数 専門家 ７件  職員 ２９件     

 

（３）○拡ものづくり企業生産性向上支援 （１３，０９３，３９６円） 

○ものづくり改善インストラクタースクール  

県内ものづくり企業の生産現場の問題把握や業務改善の助言・指導を行う人

材を育てる「福井ものづくり改善インストラクタースクール」を開講しました。 

受講者 １５名 

○○新ものづくり改善インストラクター派遣  

スクールを修了した企業ＯＢを専門家として、有料で県内企業に派遣し、具

体的な現場改善活動を支援しました。 

  インストラクター派遣数 ３企業 延べ１５回 

○ものづくり改善インストラクターフォローアップ研修 ４日間 

○ものづくり改善インストラクタースクール成果発表会 ２回 

 

 

企業等の個別の要望に対して実施する経営支援等に関する事業 

【収益事業１】（１０，５４７，５０６円） 

中小企業等の成長促進のため、公益事業で行っている事業では対応のできない、企業

等が求める個別具体的な課題解決に対し、専門性の高いニーズに対応するため、当セン

ターが持つ支援機能およびネットワークを活用して支援を行いました。 

 

（１）経営コンサルティング（４９２，５２２円） 

企業の現状分析・課題の抽出・改善策の提案を行なう企業診断を実施しました。診

断後、継続的なフォローや提案内容の実践に対する助言を希望する企業については、

コンサルティング事業を行いました。 

○実施件数 ３件 

 

 



（２）教育コンサルティング（５，０１８，０１５円） 

個々の企業の状況に合わせたオーダーメードの研修プログラムを提案・実施しまし

た。 

○実施件数 １８件（１３社） 

 

（３）デザイン受託（３，９８０，３３６円） 

自治体、公共団体や各種団体等からデザイン制作等を受託して、県内デザイナーを

活用して制作しました。 

○受託件数 ２件 

 

（４）○拡企業情報ホームページ管理（５７３，７９９円） 

県内企業の受注を促進するため、各企業の技術や設備を紹介するホームページ「元

気企業Ｗｅｂサイト」をリニューアルし、情報の提供を行いました。 

また、ホームページ掲載企業の受注機会を創出するため、県外の発注企業を招聘し、

県内で「福井県元気企業ものづくり商談会」を開催しました。 

○掲載企業数 １６１社 

○○新福井県元気企業ものづくり商談会 

   県外発注企業 ２０社  県内受注企業 ２３社 

   面談件数 １００件 

 

 

法人事業（５６，１３８，７３７円） 

事務所および情報機器等の借上・運営や、資質向上を図るための職員の研修など、法

人の運営・管理を行いました。 

①法人運営に要する事務局経費 

②職員能力開発強化 

職員の資質向上を図るため、中小企業基盤整備機構の中小企業大学校で開催され

る研修等に職員を派遣しました。 

○研修派遣職員数 ３人 


